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２
０
１
９
年
は
４
月
以

降
、
労
働
に
関
す
る
法
律

が
大
き
く
変
わ
る
一
年
と

言
え
る
た
め
、
今
号
と
次

号
に
わ
た
り
今
年
の
改
正

点
を
ご
説
明
し
ま
す
。

初
回
は
、
人
手
不
足
に

対
応
す
る
た
め
の
外
国
人

労
働
者
の
在
留
資
格
追
加

の
話
題
で
す
。

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
の
た
め

「
特
定
技
能
」
創
設
へ

昨
年
12
月
、
入
管
法
改

正
が
国
会
で
可
決
成
立
し

ま
し
た
。
最
も
大
き
な
改

正
点
は
、
外
国
人
の
新
た

な
在
留
資
格
と
し
て
「
特

定
技
能
」
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
で
す
。
特
定
技
能
の

在
留
資
格
は
、
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
産
業
上
の
分
野

に
一
定
の
専
門
性
・
技
能

を
も
つ
即
戦
力
人
材
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
も
の
で

す
。

制
度
の
開
始

は
今
年
4
月

か
ら
と
な
り

ま
す
。

人
手
不
足
の
対
応
策

４
月
か
ら

新
在
留
資
格
が
適
用
さ

れ
る
産
業
分
野
に
は
、

・
介
護
業

・
素
形
材
産
業

（
金
属
プ
レ
ス
や
工
場

板
金
な
ど
）

・
産
業
機
械
製
造
業

・
建
設
業

な
ど
14
分
野
が

定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

適
用
さ
れ
る
分
野

在
留
期
間

在
留
期
間
は
、
第
一

段
階
に
あ
た
る
「
特
定

技
能
1
号
」
の
場
合
で

上
限
5
年
と
さ
れ
、
第

二
段
階
の
「
特
定
技
能

2
号
」
で
あ
れ
ば
在
留

期
間
の
更
新
に
上
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

試
験
に
合
格
す
る
こ
と

等
で
1
号
か
ら
2
号
へ

の
移
行
も
可
能
で
す
。

介
護
分
野
に
は

追
い
風
？

特
定
技
能
の
対
象
分
野

と
し
て
真
っ
先
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
介
護
分
野

で
す
。
同
分
野
は
こ
れ
ま

で
在
留
資
格
と
し
て
の
「

介
護
」
の
新
設
な
ど
を
通

じ
て
人
材
確
保
を
後
押
し

し
て
き
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
現
場
レ
ベ
ル
で
は
外

国
人
の
就
労
が
浸
透
し
て

こ
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
国
の
運
用
方

針
に
よ
る
と
介
護
分
野
で

は
向
こ
う
5
年
間
で
30
万

12
月
31
日

母
の
墓
参
り
を
す
ま
せ

ス
ー
パ
ー
銭
湯
に
。
こ
れ

も
毎
年
恒
例
に

1
月
2
日

柏
原
の
河
川
敷
で
凧
揚

げ
。
大
人
も
結
構
は
ま
り

ま
す
。
親
戚
の
子
供
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
た
り
前
か
。

1
月
3
日

父
と
連
れ
立
っ
て
信
貴

山
へ
初
詣
。
元
日
と
違
い

3
日
の
人
出
は
ち
ょ
う
ど

良
い
賑
わ
い
。

1
月
4
日

映
画
館
で
ボ
ヘ
ン
ミ
ア

ン
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
を
観
て

き
ま
し
た
。
ク
イ
ー
ン
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
。

今
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
正
垣
）

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
年
末
年
始
は

ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
？
私
の
場
合
大
体

こ
ん
な
感
じ
で
す
。

12
月
24
日

妻
の
両
親
を
呼
ん
で
家

族
で
ク
リ
ス
マ
ス
。
一
昨

年
か
ら
2
品
く
ら
い
私
も

料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。

段
々
、
期
待
値
が
上
が
っ

て
い
く
よ
う
で
冷
汗
も
の

で
す
。

12
月
28
日

事
務
所
近
く
で
忘
年
会

寒
空
の
中
、
電
車
を
2
回

乗
り
継
い
で
八
尾
の
自
宅

に
帰
る
頃
に
は
酔
い
も
醒

め
て
い
ま
す
。

雇
用
ル
ー
ル
大
変
革

限られた人員で現場に穴を空けず営業するためサ
ービス業などでは、シフト制を取り入れる企業が多
いですが、シフト作成は、なかなか難しいです。
本来シフトは企業が決定し、従業員はそれを正当

な理由なく拒否する事はでませんが、シフトの決定
後に有給休暇を取られると代わりの人員確保や、残
業代がかさむなど不都合が生じることがあります。
そこで事前に労働者本人に、休日としてほしい日

を聞いておく『希望休』制度を採用する会社があり
ます。
希望休が単に公休日の指定の場合には、問題が生

じにくいのですが、有給休暇とする場合にはどうで
しょうか。
有給休暇とは本来、シフトが決定して勤務日とな

った日に勤務を免れる制度ですから、シフトがまだ
何も決まっていない状態での有給申請は理論上おか
しいです。

とは言え、人手不足の現場にとって希望
休制度は従業員の働きやすさを叶え満足感
を高める大事な役割を果たすものです。

実現のための考え方としては、
①企業は本人の希望日に配慮したうえであえて出
勤日とするシフトを組む。

②本人は出来上がったシフトを基に事前に伝えて
おいた希望日について正式に有給申請を行う。

なんだか言葉遊びのような話ですが、不可能な論理
建てではないと思います。
企業と従業員が、一方からの押しつけでなく、互

いに話し合いながら融通の効いたシフト形成ができ
るのであれば検討する価値はあるでしょう。ただし
シフト作成がよけいに煩雑になったり、従業員同士
の不公平感を生まないように、節度とルール作りが
必要ですね。

人
程
度
の
人
手
不
足
が
予

想
さ
れ
る
な
か
で
、
新
在

留
資
格
に
よ
り
今
後
5
年

間
で
最
大
6
万
人
の
外
国

人
労
働
者
を
介
護
分
野
で

受
け
入
れ
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
介
護
福
祉
士
の

資
格
を
持
た
ず
と
も
一
定

の
試
験
に
合
格
す
る
な
ど

し
た
外
国
人
が
身
体
介
護

等
の
業
務
に
従
事
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
業
界

の
人
手
不
足
問
題
に
ど
の

よ
う
な
効
果
が
表
れ
る
か

注
目
で
す
。

耳にしたことありますか？

雑

感


